
 

■「鶴⾒・あいねっと」とは 
鶴⾒区を健やかに暮らせてつながりあうまちにするための「鶴⾒区地域福祉保健計画」の愛称

です。「たすけあい・⽀えあい・⼈と⼈とのネットワーク」の意味が込められた公募で名付けら

れたものです。鶴⾒区では、⼦どもも⼤⼈も、⾼齢者も障害者も、誰もが安⼼して⽣活できるま

ちづくりのための活動を「あいねっと」と呼び、区⺠の皆さん、関係団体・機関、事業者ととも

に進めています。 

第３期鶴⾒・あいねっと（鶴⾒区地域福祉保健計画）素案 

に関する意⾒募集 

■第２期計画の取組 

・地域の福祉保健活動の担い⼿不⾜が、区内で共通する課題となっており、より幅広い住⺠参加

を促すための仕掛けづくりの⼯夫を⾏う必要があること 

・⼤型マンション建設等による転⼊住⺠の増加のなか、世代やその地に住む期間に関係なく、地

域のなかでの顔の⾒える関係づくりを深めていく必要があること 

・⾼齢化の進⾏、個別ケースの複雑化等の現状を踏まえ、⽀援を必要とする⼈を地域全体で⾒守

り、⽀援につなげる取組を強化する必要があること 

・区内の健康関連の統計数値が良くない状況のなか、いつまでもいきいきと健やかに暮らし続け

られるよう、地域での健康づくり活動の促進や、個⼈がもつ能⼒・特技を発揮し活躍できる場・

機会づくりを⾏う必要があること などがあげられます。 

現在の第２期計画の期間が平成２８年３⽉まで

であることから、平成２８年 4 ⽉から平成３３年

３⽉までの第３期計画の策定を進めています。こ

の度、計画の「素案」を作成しました。 

■今後に向けた主な課題 

世代間交流、⾼齢者の⾒守り、地域のマップや情報紙づくり

など、地区の状況にあわせた継続的な活動が⾏われ、顔の⾒え

る関係づくりが進みました。また、区役所や区社協などの補助

⾦や助成⾦を活⽤し、活動をさらに活性化・主体化した取組が

増えました。 
【地域のマップづくり】 



 

基本理念 たすけあい・⽀えあい・⼈と⼈とのネットワーク 

＜キーワード＞ 

交流 ⼈材 

⽬標① 世代間の交流を進めます 

・あいさつや声かけの実施 ・⼦どもとともに地域活動の企画 

⽬標② 地域の団体や関係機関の連携を深めます 

・⾃治会町内会、近隣施設、専⾨機関との関係強化  

⽬標③ 幅広い住⺠の参加を促し、地域活動の担い⼿を育てます 

・地域活動へ⼀歩踏み出す後押しをする取組 ・⾼齢者の⼒の活⽤ 

 

・⼿助けを必要とする⼈とボランティアをする⼈のつなぎ役の育成 

 

推進の柱② 必要な⼈に⽀援が届く仕組みづくり 推進の柱① つながりのある地域づくり 推進の柱③ 健やかに暮らせる地域づくり 

＜地区懇談会でいただいたご意⾒＞ 

＜鶴⾒区の現状＞ 

・隣近所の⽅へのあいさつ運動を広げていきたい。
あいさつは防犯にもつながる。 

・⼦育て世代や男性など、より幅広い⼈に活動に参
加してもらえるよう⼯夫をする必要がある。 

＜キーワード＞ ＜キーワード＞ 

⽀えあい ⾒守り 

情報 互いの理解 

健康 場・機会 

 

＜⾏動⽬標と取組例＞ 

⽬標② ⾒守りの輪を地域全体に広げます 

⽬標③ 必要な情報をわかりやすく届けます 

⽬標④ 地域の中で共に暮らすということを意識します 

・⽀援を必要としている⼈を把握し⽀援につなげる取組 

・隣近所での⾒守り ・災害時に備えた共助の取組 

・⼦どもにもわかりやすいお知らせ ・情報発信⽅法の⼯夫 

・多⽂化共⽣、障害、認知症等への理解啓発 

＜⾏動⽬標と取組例＞ 

⽬標① 地域での健康づくり活動に取り組みます 

・住⺠の健康づくりにつながる活動（ウォーキング、健康体操等） 
・各種団体の活動や⾏事そのものが健康につながる取組 

・個⼈の能⼒や特技を発揮できる出番づくり 
・世代を問わず気軽に集える場づくり（交流サロンの開設等） 

 

⽬標① 誰もがどこかにつながるような⽀えあいの
ネットワークをつくります 

 
⽬標② 意欲と能⼒を発揮でき、いきいきと暮らせる

場や機会をつくります 

■第３期鶴⾒・あいねっとの⽅向性 

・ 

・災害時に備え、隣近所に住む⼈のことを⽇頃から
知っておくことが⼤切である。 

・障害者と⼀緒になにかに取り組む機会が増えると、
障害への理解が進む。 

・まずは外に出ることが⼤事。外に出ると⼈に会う
ことになるので、健康維持につながる。 

・⾼齢者によるボランティアは、⾼齢者にとっては
⽣きがいや居場所となる。 

   

・多くの⽅が転⼊しています。 
※社会増加数：市内第 1 位（平成 25 年） 

・⼦どもが増えています。 
※就学前児童数：市内第３位（平成 26 年 4 ⽉） 

・地域活動の担い⼿が⾼齢化し不⾜しています。 
 ※⾃治会町内会加⼊率（平成 26 年 4 ⽉）79.1％ 

・外国⼈の⽅が多く暮らしています。 
※外国⼈住⺠数：市内第２位（平成 26 年 3 ⽉） 

・⾼齢者が増えています。 
 ※⾼齢化率：20.0％（5 年前⽐ 2.1％増加） 
  ⾼齢者⼈⼝：市内第６位（平成 27 年 1 ⽉） 

・健康状態が⼼配です。 
※平均寿命（男性）：市内第 17 位 
 平均寿命（⼥性）：市内第 14 位 
 健康寿命（平均⾃⽴期間）（男性）：市内第 17 位 
 健康寿命（平均⾃⽴期間）（⼥性）：市内第 16 位 

（ともに平成 23 年） 
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■第３期鶴見・あいねっと（鶴見区地域福祉保健計画）

素案へのご意見ご提案等をご記入ください。 

ご協力ありがとうございました。 
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⽬標④ 地域活動や個⼈、団体をつなぐ
コーディネーターを育てます 

＜⾏動⽬標と取組例＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんのご意⾒をお待ちしています！ 平成２７年１２⽉２１⽇（⽉）まで 
■意⾒募集の内容 

 「第３期鶴⾒・あいねっと（鶴⾒区地域福祉保健計画）素案」へのご意⾒・ご提案を募集します。 

■意⾒の募集⽅法 

郵送、ＦＡＸ、電⼦メールで、ご意⾒をお寄せください。下記または素案冊⼦の裏表紙にあるハガ

キをご利⽤ください。「第３期鶴⾒・あいねっと（鶴⾒区地域福祉保健計画）素案」へのご意⾒である

旨を明記し、ご意⾒に関連する箇所が分かるようにご記⼊ください。 

■送付先 

郵送：〒230-0051 横浜市鶴⾒区鶴⾒中央３－20－１ 鶴⾒区役所福祉保健課事業企画担当 あて 

FAX：045-510-1792 電⼦メール：tr-fukuho@city.yokohama.jp 

平成２７年１１⽉ 編集・発⾏ 
鶴⾒区役所 福祉保健課事業企画担当       

〒230-0051 横浜市鶴⾒区鶴⾒中央３－20－１  
TEL:045(510)1826  FAX:045(510)1792 

社会福祉法⼈ 横浜市鶴⾒区社会福祉協議会 
〒230-0051 横浜市鶴⾒区鶴⾒中央４－32－１

UNEX ビル 5 階 
TEL:045(504)5619  FAX:045(504)5616 

■地区別計画の策定 
鶴⾒・あいねっとは、区全体計画と地区別計画の 2 層で構成されてい

ます。地区別計画とは、連合町内会単位に⽬標を⽴てて、「できることか

ら⼀歩ずつ進めていこう」と、取り組む活動をまとめたものです。次期の

地区別計画については、各地区で懇談会を開催し、次の 5 年間に⽬指す

ことを議論して、地区の実情に応じた計画となるようまとめられました。 

・いただいたご意⾒の概要と、それに対する鶴⾒区の

考え⽅をまとめ、鶴⾒区のホームページにて公表し

ます。個別の回答はいたしませんので、あらかじめ

ご了承ください。いただいたご意⾒の内容につきま

しては、個⼈情報を除き公開される可能性がありま

すので、ご承知おきください。 

・いただいた情報は、この意⾒募集以外の⽬的で利 

⽤したり、第三者に提供したりすることはありま 

せん。 

【地区懇談会の様⼦】 

郵便はがき 
 

２３０８７９０ 

＜受取人＞ 

横浜市鶴見区鶴見中央 

３－２０－１ 

 

鶴見区役所福祉保健課    

事業企画担当 行  

■差支えなければ、ご記入された方についてお答えく

ださい。 

 

①年代（○をつけてください。） 

20 歳未満  20 歳代  30 歳代  40 歳代 

50 歳代  60 歳代  70 歳代  80 歳代以上 

 

②性別（○をつけてください。） 

  男性  ・  女性 

 

③お住まいの町名：（              ）

料金受取人払郵便 

差出有効期間 

平成 27 年 12 月 

31 日まで 

期間内 
切手不要 

鶴見局 

824 
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